十 一 谷 義三郎 を 語る 



i 島 与 志 雄 



たが、 十一 谷 君と 最も 番 数多く 碁 をう つたの は、 住所 

が 近かった せいか、 恐らく 私であろう。 十一 谷 君の 碁 

は 堅実、 私の 碁 は 大雑把で、 棋風 は異 つていた が、 勝 

負の 数 は 互角だった。 先年、 十一 谷 君が 逗 子に 引 込む 

時、 また 碁 を かみながら、 「結局 勝負な しで、 長年 一 局 

の 碁 をう ち 続けて きたよう な もの だ ご と 笑った こと 

があった。 

近年、 十一 谷 君 は 麻雀に も ひどく こり だして、 碁と 

同様、 そのために 夜 を 徹する こと も屢々 だったら しい _ 

仲間 は 故 令弟 活太 郎君 を はじめ、 身辺の 若い 人た ち 

だった。 私 も 三 四 度 加わって みたが、 あの 面倒く さい 
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